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新 し く開発 された,ニ ューキ ノロン系抗菌 剤temafloxacinを 外科領 域感 染症(肛 門周囲膿

瘍5例,急 性 化膿性 乳腺 炎3例,感 染性 粉瘤3例,創 感染2例,皮 下膿 瘍2例,頸 部痴1例,

爪周 囲炎1例)の 計17例 に使用 し,以 下の結 果 を得 た。臨床効果 は全例 有効 で有効率100%

で あ った。細 菌 学 的効果 は,17例 中12例(15株)に 菌の検 出が認 め られ,全 例 菌の 消失 が

認 め られ た。 一方,本 剤投 与 による と思 われ る 自他覚 的副作用 お よび臨床検査 値 の異常例

は1例 も認 め られなか った。
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Temafloxacin(TMFX)は 米 国 ア ボ ッ ト社 にお いて 合

成されたニ ューキ ノロ ン系の新 規合 成抗菌剤 で ある。

化学的に はキ ノ ロン環 の1位 に2,4.ジ フ ロロ フ ェニル

基,6位 に フ ッ素原 子,7位 に3-メ チ ル ピペ ラジニ ル

基を有するア リル フロロキ ノロ ン誘導 体で あ る。

本剤 はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌 お よび嫌気性 菌

に広範な抗菌 スペ ク トル を示 し,特 に グラム陽性菌 お

よび嫌気性菌 に対 して既 存 薬剤 よ り強 い 抗菌 力 を示

す。一方グラム陰性 菌 に対 して も既存 薬剤 と同程度 の

抗菌力 を有す る1.2)。経 口投与 に よ り高 い血 中濃 度が得

られ,持 続 的で,か つ各組織 内へ の移行性 も良好で あ

る。また安全性が 高 く,中 枢 神経系 に対 す る作 用 は既

存のニューキ ノロ ン剤 と比較 し最 も弱 い ことが認 め ら

れている2)。

今回我々 は外科領域 感染症 に本剤 を投与 し,そ の有

効性,安 全性 につ いて検 討 したの でその成績 を報告 す

る。

平成2年9月 か ら3年2月 までの 問 に,川 崎 市 立川 崎

病院外科お よび慶磨義塾 大学病 院外科 を受診 し,治 験

参加の同意が得 られ た外 科領 域感 染症17例 を対 象 に,

TMFXの 臨床効果,副 作用 な どについ て検 討 した。

対象患者 の性 別 は男性10名,女 性7名 で,年 齢 は16

歳～77歳 であ った。疾患 の内訳 は,肛 門周 囲膿瘍5例,

急性化膿 性乳腺 炎3例,感 染 性粉瘤3例,創 感染2例,

皮下膿瘍2例,頸 部痴1例,爪 周囲 炎1例 であ り,こ の

うち切開等 の外 科 的処置 は12例 に施 行 され た。 また,

合併症 お よび基礎疾 患 を有 す る もの はな く,感 染症 の

重症 度 はすべ て軽 症,病 型 は皮下 膿瘍 の1例 が 慢性 で

あ る他 は全 て急性 であ った。

TMFXの 投 与 量 は,全 例 が1日2回 投 与 で,1回

150mg投 与 が4例,1回300mg投 与が13例 で あ り,投

与期 間は5～12日 間,総 投与 量 は2.1～6.09で あ った。

臨床効 果 の判定基準 は,著 効,有 効,や や有効,無

効,判 定 不能 の5段 階 と し,概 ね投 与3日 目まで に 自

他 覚 的所 見 の全 ての改 善 または消失 を認 めた症例 を著

効,7日 目 まで に全て の改 善 また は消失 を認 めた症 例

を有効,7日 目 まで に一部 の改善 を認め た症例 をやや

有 効,7日 間以上 の投与 にて も症 状 の改善 しな い もの,

あるい は悪 化 した症例 を無効 と した。 また,細 菌 学的

効果 は投与 前後 に病巣 よ り分離 された検 出菌 を勘 案の

上,起 炎 菌 を推定 し,そ の消長 によ り,消 失,減 少 ま

たは部 分 消失,存 続(不 変),菌 交代,判 定不 能 の5段

階 で判定 した。 なお排膿 が消失 し,菌 検 出が不能 とな

った場 合 は消失 と判定 した。

本 剤投 与 症例 の 症例 一 覧 をTable1に,疾 患 別 臨床

効果 をTable2に 示 した。 表 在性 組織 感 染症 で あ る創

感染,感 染性 粉瘤,頸 部痴,肛 門周囲膿 瘍,皮 下膿 瘍,

爪周 囲炎 お よ び急 性 化膿 性 乳腺 炎 の17例 に対 し,全

例有 効で あ り,有 効率 は100%で あ った。

細 菌学 的効 果 は17例 中12例 か ら15株 の菌が 検 出 さ

れ た。 そ の内訳 はTable3に 示 した ご と く,グ ラム陽

性 球 菌6株(Staphylococcus ame%s2株coagulase-nega.
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Table 1. Clinical summary of temafloxacin

CNS: coagulase-negative Staphylococcus
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tive Staphylococcus(CNS)2株, Staphylococcus epidermidis

1株, Streptococcus agalactiae 1株),グ ラム陰性 桿 菌6株

(Escherichia coli 2株  Citrobacter freundii 2株, Klebsiella

pneumontae 1株 Enterobacter cloacae 1株),嫌 気性 菌3

株 (Peptostreptococcus sp., Peptostreptococcus prevotii, Bac-

teroides fragilis 各1株)で あ り,ほ とん どの症 例が 単

独菌感染例であ ったが,二 種 混合 菌感染 例,三 種 混合

菌感染例が各々1例 ず つ あ った。 これ らの分 離菌 の消

長をみる と,15株 す べ てが 投与 後 に消失 して お り,

消失率 は100%で あ った。

本剤投 与 中,自 他 覚的 な副作 用 は1例 も見 られず,

また 臨床 検査 値 を投 与前 後 に調べ た症例 は17例 巾7例

であ ったが,検 討 した症 例 では本剤 に起 因す る異常 値

は認め られ なか った。

本 剤1日300～600mg/分2の 投 与 に よ り有 効 率

100%と 極 めて高 い効果 が得 られ たが,こ の 原因 と し

ては,今 回対象 と した疾 患 の重 症度 が全て軽 症で あ っ

た ことが一因 として考 え られる。 しか し,細 菌学 的効

Table 2. Clinical efficacy of temafloxacin

Table 3. Bacteriological effect of temafloxacin
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果 で は15株 中全 株 が 消失 した こ と,特 に肛 門周 囲膿

瘍 の症 例(症例12)の よ うに複 数菌感 染療(C、加mdii,K,

Pneumoniae.B,frgilis)に 対 して も菌 の消 失 を見 た こと

は,本 剤 の抗菌 スペ ク トルの幅広 さと強 さを示 す もの

と思 わ れる。

これ らの結果 よ りTMFXは 表在 性 軟都組織 感 染痙 を

主体 と した外科 領域感 染症 に対 し,膚 用 な薬剤 で ある

と考 え られる。
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Temafloxacin (TMFX), a new oral quinolone antimicrobial agent, was clinically evaluated in 17

patients with various surgical soft tissue infections.
The clinical efficacy was good in all cases, with an efficacy rate of 100%.
Bacteriologically, all of 15 strains were eradicated by the treatment, and the eradication rate of

100%.

No significant adverse reactions were observed in any patients given TMFX administration.


